
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　

前記コンドーム。
【請求項２】
　前記勃起剤化合物が血管拡張剤からなる請求項１に記載のコンドーム。
【請求項３】
　前記血管拡張剤が、硝酸塩、アルファアドレノセプタ遮断剤、エルゴットアルカロイド
、抗高血圧剤、および、プロスタグランジンのうちからなる請求項２に記載のコンドーム
。
【請求項４】
　前記勃起剤化合物がフォスフォジエステラーゼ抑制剤からなる請求項１乃至３のいずれ
かに記載のコンドーム。
【請求項５】
　前記フォスフォジエステラーゼ抑制剤がフェントラミンと組み合わさったパパベリンか
らなる請求項４に記載のコンドーム。
【請求項６】
　前記勃起剤組成物が皮膚浸透促進剤からなる請求項１乃至５のいずれかに記載のコンド

10

20

JP 4023604 B2 2007.12.19

勃起剤化合物を含む組成物が内表面の先端部に固定された、該勃起剤化合物を含む組成
物に対して非混和性の潤滑剤を含むコンドームであって、該勃起剤化合物を含む組成物は
、ヒマシ油とヒュームシリカから作製されたゲルに、ラクトーズ上に吸着させたニトログ
リセリンを０，１～４重量パーセント添加したものからなる、



ーム。
【請求項７】
　前記勃起剤組成物が、 を含む液媒体からなるゲル中に分散または溶解された勃起
剤組成物からなる請求項１乃至６のいずれかに記載のコンドーム。
【請求項８】
　　前記 またはゲル化剤が、有機物、無機物またはその混合物であって、無機増厚
剤はベントナイト、ヘクトライト、又はシリカゲル等のモンモリロナイト含有粘土からな
り、有機増厚剤は液溶媒中に溶解又は分散可能な高分子からなる請求項７に記載のコンド
ーム。
【請求項９】
コンドーム内の殆ど先端部領域に施され、かつ、 を含む液媒体からなるゲル中に分
散または溶解した勃起剤化合物および潤滑剤からなる勃起剤組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、性交の間にユーザが完全な勃起を持続し得ない場合に、ペニスの勃起を持続
させるための勃起処方剤を内面に施したコンドームに関する。
【背景技術】
【０００２】
　完全な勃起を持続する能力の喪失は年齢に関係して、或いは器官の状態や心理的状態に
よって、或いは健康な成人にも自然に起きるが、それによって、性的満足を減退させるだ
けでなく、コンドームがペニスからずれることによってコンドームに損傷が生ずるリスク
が増大する。
【０００３】
　勃起させる処方剤を含むコンドームは一般に、インポテンスの治療法として既に周知で
ある。即ち、勃起が十分に達成されないと性交は不可能である。例えば，米国特許第４８
２９９９１号は、開閉端部以外の内面に勃起剤をコートしたコンドームを記載している。
勃起剤は経皮的なニトログリセリンのコーティングである。そのコーティング表面はペニ
スにコンドームを装填した際の摩擦力で破壊されて、コーティングがペニスのシャフト部
の皮膚と接触し、その結果、コンドームが完全に装着され得るような勃起の状態にまでペ
ニスが徐々に発達し、ペニスとコーティングとの間の最適接触が達成されて性交が可能に
なる。米国特許第５３３３６２１号は、内表面が潤滑剤と勃起剤を含むビヒクルでコーテ
ィングされたコンドームや、勃起剤が経皮的なパッチの形状をしていて、接着剤によって
コンドームの壁に施されたコンドームを記載している。その接着剤はコンドームの壁への
接着係数が、パッチの他面のペニスの皮膚への接着よりも低く、圧敏感性のより強い接着
を有し、それによってユーザのマニュアル圧によって活性化される。米国特許第６０８０
１００号は、接着剤を含む血管拡張剤を含有するフィルムを殆ど全内表面に施した、或い
は、コンドームの先端に血管拡張剤を含有する材料の容器や内部にユーザが破壊し得る膜
でシールされた、コンドームや他の支持材を記載している。
【０００４】
　従来の提案は種々の問題点を有する。例えば、コンドームは一般に、使い易いように丸
められて封止パッケージに入って販売されており、勃起したペニスシャフトに沿って広げ
られるので、使用前の保存中に血管拡張剤がコンドームの内面から外面へ移転することは
回避できない。又、ユーザの性交相手の性器がその血管拡張剤に曝されることは避けられ
ない。他の問題点は、完全に勃起していないペニスに装填することは難しいので、コンド
ームがペニスと接する部分に施される血管拡張剤が勃起を刺激するのにはあまり効果的で
はない。
【特許文献１】米国特許第４８２９９９１号　明細書
【特許文献２】米国特許第６０８０１００号　明細書
【特許文献３】米国特許第５３３３６２１号　明細書
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、保存と使用中にその場所に存在し続け、性交の間勃起を持続するのに
有効で、部分的に勃起したペニスから外れることでコンドームが破損されるリスクを減退
させるバリヤとしての、コンドームの閉端すなわち先端に施した勃起剤を提供することで
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一態様によると、コンドームの内表面で殆どその先端部に固定された勃起剤を
有するコンドームを提供する。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　一実施例によると、勃起剤が、溶体或いは溶媒中の懸濁液からなる構成として、或いは
、接着剤やフィルム形状でコンドームに施される。溶媒は蒸発によって除去されて、勃起
剤が、好ましくはコンドームの先端領域の表面上に微細に分散された形状やフィルム層と
して固定される。
【０００８】
　別の実施例において、勃起剤はコンドーム内部の先端領域に施され、その成分は、増厚
剤を含む液溶媒からなるゲル中に分散や溶解されている。
　本発明の他の態様によると、勃起剤はコンドーム内部の先端領域に施され、その勃起剤
の成分は、増厚剤を含む液溶媒からなるゲル中に分散や溶解されている。
【０００９】
　更なる態様によると、本発明はコンドーム内部の先端に固定されて、ペニスの勃起を持
続させ、性交中にコンドームが外れるのを防ぐ、勃起剤化合物の使用を提供する。
　更なる態様によると、本発明はコンドーム内部の先端に固定されて使用される組成物が
ペニスの勃起を持続させ、性交中にコンドームが外れるのを防ぐ、勃起剤化合物の使用を
提供する。
【００１０】
　本発明は又、コンドームの使用中にコンドームがペニスから外れることを防止する方法
を提供する。その方法は、コンドーム内部の先端領域に勃起剤を固定し、コンドームの使
用中にペニスによって経皮的に吸収されて勃起を持続させ、コンドームが、ペニスのシャ
フトとコンドームとの接触を維持する。
【００１１】
　この明細書において、コンドームの先端とは、袋の有無に係らず、閉端部はペニスの亀
頭と接触して使用されることを意味する。その領域で勃起剤を固定することによって、コ
ンドームの保存や使用の際の勃起剤の移動を防止し、それによって、勃起剤がコンドーム
の外表面に達して、ユーザの性交相手と触れることを防止する。
【００１２】
　勃起の自然発生とは、視覚、聴覚および接触等の自然の刺激で勃起が始まることを意味
する。
　コンドーム中に組み込み得る勃起剤は血管拡張剤や、硝酸塩、アルファーアドレナリン
受容体遮断薬、アーゴットアルカロイド、抗過敏症剤、およびプロスタグランジンス等の
その関連剤である。ホスホジエステラーゼ抑制剤、特に、タイプ III,タイプ IV, 特別には
タイプ V も、単独で或いは血管拡張剤やその関連剤と組み合わせて、使用される。
【００１３】
　使用可能な硝酸塩や同様に機能する成分は、ニトログリセリン、イソソルバイド二硝酸
塩、エリトリチル四硝酸塩、アミル硝酸塩、ニトロプルッサイドナトリウム、モルシドミ
ン、リンシドミンクロリドレート、（「ＳＩＮ - １」）、Ｓ－ニトロソ－Ｎ－アセチル－
ｄ，１－ペニシラミン（「ＳＮＡＰ」）、Ｓ－ニトロソ－Ｎ－システイン、Ｓ－ニトロソ
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－Ｎ－グルタチオン（「ＳＮＯ－ＧＬＵ」）、およびジアゼニウムダイオレート（「ＮＯ
ＮＯエート」）である。特に有用な硝酸塩はニトログリセリンである。
【００１４】
　使用し得る天然プロスタグランジンは、ＰＧＥ０ 、ＰＧＥ１ ，ＰＧＡ１ ，ＰＧＢ１ ，Ｐ
ＧＦ１ アルファ、１９－ヒドロキシ－ＰＧＡ１ ，１９－ヒドロキシ－ＰＧＢ１ ，ＰＧＥ２
，ＰＧＡ２ 、ＰＧＢ２ ，１９－ヒドロキシ－ＰＧＡ２ ，１９－ヒドロキシ－ＰＧＢ２ ，Ｐ
ＧＥ３ ，ＰＧＦ３ アルファである。カーボプロストトロメタミン、ジノプロストトロメタ
ミン、ジノプロストン、リポプロスト、ゲメプロスト、メテノプロスト、サルプロストン
、およびチアプロスト等の準合成や合成のプロスタグランジンも使用し得る。特に有用な
プロスタグランジンは、プロスタグランジンＥ１ （ＰＧＥ１ ）やそれの合成物であるアル
プロスタジルである。メチルエステルやエチルエステル等のプロスタグランジンのエステ
ルも使用し得る。
【００１５】
　適切なアルファアドレノセプタ遮断剤は、フェノキシベンザミン、ジベンザミン、ドク
サゾシン、テラゾシン、フェントラミン、トラゾリン、プラゾシン、トリマゾシン、アル
フジシン、タムスロシン、およびインドラミンを含む。
【００１６】
　エルゴットアルカロイドは、エルゴタミン、およびエルゴタミンアナログ、例えば、ア
セテルガミン、ブラゼルゴリン、ブロメルグライド、シアネルゴリン、デロルゴトリル、
ジスレルギン、エルゴニバインマレエート、エルゴタミンタートレート、エチスレルジン
、レルゴトリル、リセルガイド、メスレルジン、メテルゴリン、メテルゴタミン、ニセル
ゴリン、パーゴライド、プロピセルガイド、プロテルグライド、およびテルグライドであ
る。特に有効なアルカロイドはヨヒムビン塩酸塩である。
【００１７】
　コンドーム中に組み込まれ得る特定されないホスホジエステラーゼ遮断剤は、セオフィ
リン、ＩＢＭＸ，ペントキシフィリン、パパベリン、および、ヒドララジン等の直接血管
拡張剤である。パパベリンは単独或いはフェンタロミンと組み合わせて、特に有用である
。
【００１８】
　使用され得るタイプＩＩＩホスホジエステラーゼ遮断剤の例は、ミルリノン、アミリノ
ン等のバイピリジン、ピロキシモン、エノキシモン等のイミダゾロン、イマゾダン、５－
メチル－イマゾダン、インドリダン、およびＩＣＩＩＩ１８２３３等のジヒドロピリダジ
ノネス、シロスタミド、シロスタゾール、およびベスナリノン等のキノリノン化合物、及
び、ベモラドン、アネルグレライド、シグアゾダン、トレキンシン、ピモベンダンＳＫＦ
－９４１２０、ＳＫＦ－９５６５４、リクサジノン、およびイソマゾール等の他の分子で
ある。
【００１９】
　タイプＩＶホスホジエステラーゼ遮断剤の例は、ロリプラムおよびＲＯ２０－１７２４
等のロリプラム誘導体質、ニトラクアゾンおよびＣＰ－７７０５９やＲＳ－２５３４４－
００等のニトラクアゾン誘導体質、デンブフィリンやＩＣＩ６３１９７等のキサンチン誘
導体質、およびＥＭＤ５４６２２、ＬＡＳ－３１０２５やエタゾレート等の他の化合物を
含む。
【００２０】
　タイプＶホスホジエステラーゼ遮断剤の例は、ザプリナスト、ＭＹ５４４５、ジプリダ
モル、バルデナフィル、およびシルデナフィルを含む。他の適切なタイプＶホスホジエス
テラーゼ遮断剤は、ＰＣＴ公開番号ＷＯ　９４／２８９０２およびＷＯ９６／１６６４４
に開示されている。特に有用なタイプＶのホスホジエステラーゼ遮断剤はシルデナフィル
である。本発明と組み合わせて使用され得る、他のタイプＶホスホジエステラーゼ遮断剤
は：ＩＣ－３５１（ＩＣＯＳ）；４－ブロモ－５－（ピリジルメチルアミノ）－６－ [ ３
－（４－クロロフェニル）プロポキシ ] －３（２Ｈ）ピリダジノン；１－ [ ４－ [ （１，
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３－ベンゾジオキソル－５－イルメチル）アミノ ] －６－クロロ－２－キナゾリニル ] －
４－ピペリジン－カルボキシル酸、モノソディウム塩；（＋）－ｃｉｓ－５，６ａ，７，
９，９ａ－ヘクサヒドロ－２－ [ ４－（トリフルオロメチル）－フェニルメチル－５－メ
チル－シクロペント－４，５ ] イミダゾ（２，１－ｂ）プリン－４（３Ｈ）オン、フラズ
ロシリン；シス－２－ヘキシル－５－メチル－３，４，５，６ａ，７，８，９，９ａ－オ
クタハイドロシクロペント [ ４，５ ] イミダゾ [ ２，１－ｂ ] プリン－４－オン；３－ア
セチル－１－（２－クロロベンジル）－２－プロピリンドル－６－カリボキシレート；４
－ブロモ－５－（３－ピリジルメチルアミノ）－６－（３－（４－クロロフェニル）プロ
ポキシ）－３－（２Ｈ）ピリダジノン；１－メチル－５－（５－モルフォリノアセチル－
２－ｎ－プロポコキシフェニル）－３－ｎ－プロピル－１，６－ジヒドロ－７Ｈ－ピラゾ
ロ（４，３－ｄ）ピリミジン－７－オン；１－ [ ４－ [ １，３－ベンゾジオキソル－５－
イルメチル ] アミノ ] －６－クロロ－２－キナゾリニル ] －４－ピペリジンカルボキシリ
ク酸、モノソディウム塩；ファーマプロジェクト（Ｐｈａｒｍａｐｒｏｊｅｃｔｓ）第４
５１６号（グラクソウェルカム（Ｇｌａｘｏ　Ｗｅｌｌｃｏｍｅ）；ファーマプロジェク
ト第５０５１号（ベイヤ（Ｂａｙｅｒ））；ファーマプロジェクト第５０６４号（協和発
酵；ＷＯ９６／２６９４０）；ファーマプロジェクト第５０６９号（シェリンプラウ（Ｓ
ｃｈｅｒｉｎ　Ｐｌｏｕｇｈ））；ＧＦ－１９６９６０（グラクソウェルカム）；及びＳ
ｃｈ－５１８６６を含む。
【００２１】
　使用され得る他の化合物は、ディアゾキシド、ヒドララジンおよびミノキシジル等の抗
高血圧剤だけでなく、ニモジピン、ピナシジル、シクラデレート、イソクススプリン、ク
ロロマジン、ハロペリドール、Ｒｅｃ１５／２７３９、およびトラゾドンを含む。
【００２２】
　上述の活性剤は、単独でも組合せでも、アゾン（１－ｎ－ドデシルシクラザシクロヘプ
タン－２－オン）等の皮膚浸透促進剤と一緒に使用され得る。他の浸透促進剤は、ジメチ
ルスルフォキサイド（ＤＭＳＯ）、ジメチルフォルムアミド（ＤＭＦ）、Ｎ，Ｎ－ジメチ
ルアセタミド（ＤＭＡ）、デシルメチルスルフォキサイド（Ｃ１ ０ ＭＳＯ）、ポリエチレ
ングリコールモノラウレート（ＰＥＧＭＬ）、グリセロールモノラウレート、レシチン、
および１－置換アザシクロフェプタン－２－オンを含む。
【００２３】
　活性化合物のゲルは、保存中に組成物がコンドームの先端近傍に存在することを保証す
るためには、十分な粘性を有しなければならないし、液媒体は室温で好適に粘性がなけれ
ばならない。
【００２４】
　多くの場合、コンドームは潤滑剤も含んでいる。潤滑剤は水ベース、又はシリコンベー
スの油で約２００ｃＰの粘性を有する。潤滑剤との緩やかな混合による組成物のマイグレ
ーションと、近傍のコンドーム間に毛細管作用によって拡がって、コンドームの内外面に
組成物が沈殿することを抑制するために、潤滑剤は勃起剤や勃起剤を含む組成物と不混和
性であることが望ましい。
【００２５】
　ゲルのレオロジカル特性は、チクソトロピ効果によって、ペニスと接触することによっ
てゲル構造がせん断応力で下がり、活性剤が均一に分散してペニスの先端が速やかに吸収
するように、使用の際に粘性が下がることが望ましい。
【００２６】
　増厚またはゲル化剤は無機物でも有機物でもその混合物でもよい。無機物の増厚剤は、
ベントナイト、ヘクトライト、シリカゲル等の、モンモリロナイトを含む粘土であって、
有機物増厚剤はワックスや液溶媒に可溶や可分散の高分子でよい。潤滑剤が水ベースのと
きは、溶媒はヒマシ油等の野菜油を含むのが望ましい。潤滑剤が油ベースのときは、溶媒
は、特に、勃起剤がニトログリセリンからなるときは、プロピレングリコール等のポリハ
イドロキシ化合物を含むのが望ましい。なぜならば、プロピレングリコールはニトログリ
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セリンと可溶性であり、揮発温度が十分に高いか又は不揮発性なので、その化合物は、使
用や保存の際に物理的に安定である。しかしながら、他の適切なポリハイドロキシ化合物
は、グリセロールや、エチレングリコール等の低分子量の高分子を含む。残渣がペニスか
ら洗い流せるように、水に可溶性は特に望ましく、化合物が精液には不活性であることも
望ましい。本発明で使用される適切な有機物増厚剤は、メタクリルエステルの水可溶性高
分子を含む。他の適切な増厚剤は、メチルセルローズ、カルボキシメチルセルローズ、ヒ
ドロキシエチルセルロース、およびヒドロキシプロピルセルロース等のセルロース誘導体
；ポリビニルアルコール；ポリビニルピロリオドン、および、ポリアクリル酸、ポリメテ
クリル酸、或いは部分架橋等のアクリル酸誘導体を含む。
【００２７】
　液溶媒として特にヒマシ油を使用する際の特定の増厚剤の例は、市場で入手可能なヘク
トライトであるベントン（Ｂｅｎｔｏｎ）ゲルＣＡＯ－Ｖ；ジョジョバグレーズ（Ｊｏｊ
ｏｂａ　Ｇｌａｚｅ）ＬＶ又はジョジョバグレーズＨＶ、ジョジョバ油とバーサゲル（Ｖ
ｅｒｓａｇｅｌ）との混合物、エチレン／プロピレン／スチレン／のコポリマとブチレン
／エチレン／スチレンのコポリマの混合物；セレシンワクス；カラウバワクス（Ｃａｒａ
ｕｂａ　Ｗａｘ）等のカルナウバワクス；カンジラワクス（Ｃａｎｄｉｌｌａ　Ｗａｘ）
等のカンデリラワクス；および、トリステアリンとＣ１ ８ － ３ ６ カルボキシル酸グリコー
ルエステルとの混合物である。
【００２８】
　本発明による組成物を形成するために、勃起剤や或いは皮膚浸透促進剤は溶媒中に可溶
性で、かつ、コンドーム材料に不活性であり、更に、活性な組成物濃度とレオロジカル特
性とを達成するために、水（適宜に油溶媒）を添加した増厚剤と混合されるとよい。
【００２９】
　次に、コンドームがパッケージされ封止される前に、コンドームの閉端に例えば注入に
よって、組成物の所定量が添加される。その同じ段階で、従来法によって潤滑剤が添加さ
れるが、潤滑剤がコンドームの内外面に殆ど完全にコーティングされる際、勃起剤を含む
組成物はコンドームの閉端に留まる。
【００３０】
　本発明の実施例を例示する。
　例１
　「Ｌｕｂｒａｇｅｌ　ＣＧ」として市場で入手可能な、グリセリルポリメタクリレート
（６７％）、水（３０％）およびモノプロピレングリコール（１％）を含むゲル組成物に
、安定剤としてメチルとエチルのパラベンと一緒に、プロピレングリコール中のニトログ
リセリン溶液を加えて、０ . ４から４ . ０重量％のニトログリセリン濃度、１５から２５
％の水濃度にして、２％のニトログリセリンを含む１８％ゲルにする。この組成物の２５
０ｍｇをコンドームの閉端に塗布してパッケージングする。コンドームはラテクス材料や
プリウレタン膜材料で作製される。ゲル組成物はシリコン液状潤滑剤を有するコンドーム
と一緒に使用される。
【００３１】
　例２
　ヒマシ油ＢＰと、カプリリック／カプリックトリグリセライド（５０％以上）ステアラ
ルコニウム・ヘクトライト（１０～２５％）およびプロピレン・カーボネート（１～５％
）を含む、「ミグリオルゲルＢ」として市販で入手可能なゲル剤とから作製されたゲルに
、ラクトーズ（１０％）上に吸着させたニトログリセリンを添加して、最終的なゲル組成
中に０ . １～４重量％の濃度にする、即ち、ラクトーズの４０％濃度は全体での濃度が４
％になる。
【００３２】
　例３
　ヒマシ油ＢＰと、ヒマシ油（約８７％）、ステアラルコニウム・ヘクトライト（約１０
％）プロピレン・カーボネート（約３％）および市販で入手可能な抗酸化剤すなわち、プ
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ロピレングリコールを約７０％、ブチレートヒドロキリアニゾール約２０％、プロピルガ
レート約６％およびクエン酸約４％からなるテノクス（Ｔｅｎｏｘ）約０ . １％、から作
製されたゲルに、ラクトーズ（１０％）上に吸着させたニトログリセリンを添加して、０
. １～４重量％の濃度にする、即ち、ラクトーズの４０％濃度は４％ニトログリセリンの
ゲル濃度になる。
【００３３】
　例４
　ヒマシ油ＢＰと、市販で入手可能なヒュームシリカ（Ｎｅｏｃｉｌ　Ｃｔｌ１）とから
作製されたゲルに、ラクトーズ（１０％）上に吸着させたニトログリセリンを添加して、
０ . １～４重量％の濃度にする、即ち、ラクトーズの４０％濃度は４％ニトログリセリン
のゲル濃度になる。
【００３４】
　使用の際、コンドームはパッケージから外され、第１段階で、コンドームがペニスシャ
フトに包まれる前に、勃起剤がコーティングされた閉端がペニスの先端に付けられる。ペ
ニスはすでに十分に勃起していると予想されるが、まだその状態にまで達していないとき
は、コンドームを取り付けて性交することは困難である。その際、ペニスの先端を介して
即座に吸収された勃起剤によって容易に達して勃起状態になり、それによって、コンドー
ムの完全な装着とそれに続く性交とが可能になる。使用中に、勃起剤はコンドームの先端
に留まり、性交相手には移されない。性交中の完全勃起が維持されることにより、ペニス
から外れる或いは勃起状態が低下すること、によるコンドームの破損のリスクは軽減され
る。
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